






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































料もなかなか全容が把握しにくいので、一覧表を作成した。交友関係については、書簡に限定して述べた。特に渡辺崋山の範致に対する期待の大きさが具体的にわかった。 「村上範致聞見雑記」 については、書誌事項をまとめた上で、目次項目を順次並べることにより、二冊から四冊までではあるが、情報内容の傾向を示すと う目的は達成できた 思われる。海防に関連する事柄について 日本の主要な港 の日本側の動向、異国 動 、幕府や朝廷の動きなど、具体的に書き留めていることがわかる。　
本稿では村上範致について概要を報告することを目指したが、村上範致という人物は深くかつ広い。本稿で報告でき
たのはごく一部に過ぎない。渡辺崋山亡き後にこそ範致の真骨頂が発揮されると言えようが、それをバックアップした三宅友信との関わり ついて触れられなかった は残念であった。範致の門人帳に当たる史料もあ ので、今後それらも含め、交友関係の研究を進め いきたい。　「村上範致聞見雑記」の「目次項目」は、紙面の関係で三冊分のみ掲載するに留まったが、五冊から八冊についても何らかの形で公表したい。 「村上範致聞見雑記」の記事は、 『大日本古文書』に掲載されたものと重なるものもあるが、それと比較してその記事 信憑性を確認すること できる。ま 、 『大日本古文書
　
幕末外国関係文書』 に掲載されていな







登。通称は登。はじめ華山と号し、のち崋山と改める。海外事情を研究し、その成果を世に出すが、これが幕府の忌むところとなり、天保十年（一八三九）投獄され（蛮社の獄） 、田原蟄居となり天保十二年（一八四一）田原で自刃する。 ［ 『田原町史
　
中巻』一〇四二～一〇六





































んだが、のち出島の蘭人から西洋砲術を学びこれを高島流砲術とよんだ。高島流砲術の隆盛は 幕府内部の守旧派 忌むところとなり、中追放の判決を受け、武州岡部藩に預けられた ［ 『日本近世人名辞典』竹内誠・深井雅海編 吉川弘文館、二〇〇五年、五四七～五 八頁］
⑿
	　
真木定前（一七九七― 八四四）田原藩用人。藩主康直の世嗣擁立にかかり、遠州金谷にて藩主諫言の 書を残し切腹した 崋山 片腕








































江川県令（江川英龍） （ 八〇一― 八五五）伊豆韮山に住む江戸幕府の世襲代官の家に生まれる。天保六年（一八三五）代官職をつい
で、家例により太郎左衛門と称する。はやくから海防問題に注意を払い、西洋事情や砲術を学び、田原藩士渡辺崋山に師事した。高島秋帆に西洋砲術を学び、英龍のもとには、幕臣川路聖謨や松代藩士佐久間象山が入門した。韮山郊外に反射炉を設けて鉄砲の鋳造に資した。［ 『日本近世人名辞典』 、一三二～一三三頁］

	　『フルステケンキユンデ』は、三宅友信の「蘭書目録」 （巴江神社蔵）に次のように載る書物だと考えられる。
　　
「
　
千八百三十四年
　　　　
五十八青
　　 　
メルケス
　　
一
　
フルステルキユンクスキユンスト
　　　
一冊
　　 　
御要害結構之書
　　　　　　　
一両三分
　　
」 （ 「日本の夜明け展
　
―崋山とその同志」図録
　
四八頁）
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